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特
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へ
観

光
で

来
れ

る
の

は
、

北
京

、
■

海
.
広

東
省

に
住

む
人

の
み

.
取

り
扱

い
旅

行
会

社
が

指
定

さ
れ

て
い
る

(
日

本
側

6
3
社

)

.
	
ビ
ザ

を
取

得
す

る
た

め
の

手
続

き
が

複
雑

.
北

京
の

大
使

館
で

し
か

ビ
ザ

を
発

給
し
な

い
.
日

本
サ

イ
ト
は

必
ず

中
国

語
を
話

せ
る
ガ

イ
ト
を

つ
け

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
.
旅

行
中

行
方

不
明

に
な

る
人

が
居

る
.
料

金
が

安
い

.
精

算
が

遅
く
、	

ド
ル

建
て

で
あ

る
.
ま

だ
、

北
海

道
の

み
の

ッ
ア

ー
が

少
な

い
1
3
億

の
国

で
あ

り
、

今
年

は
日
中
国

交
正

常
化

3
0
周

年
で

あ
る
。

今
後

間
違

い
な

く
巨

大
に
な

る
と
思

わ
れ

る
。

千
歳

空
港

か
ら
藩

陽
・

L
海

に
定

期
使

が
飛

ん
で

い
る

の
で

大
事

に
い
か

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。

と
し
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地
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台
湾
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中
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プ
ロ
ー
モ

ン
ョ
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っ
と
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今

日
が

あ
る
。

官
民
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体
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な
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強
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動
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。
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光
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込
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珠
山
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影

響
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受

け
た

道
南

地
域

は
.
道

路
網

の
回

復
.
国

際
チ

ャ
ー

タ
ー

使
の

増
加

、
イ

ベ

ン
ト

'
「

の
好

天
な

ど
に

よ
り
前

年
度

を
上
回

り
.
噴

火
前

の
平

成
1
1
年

度
の

水
準

ま
で

は
ぼ

回
復

し
て

き
て

お
り

ま
す

。
季

節
別

で
は

、
春

1
1
5
.
1
%
.
夏

1
0
8
%
、

秋
1
0
1
.
8
%
.
冬

1
0
7
.
5
%
と

全
て

の
季

節
で

前
年

を
|
:
回

り
ま

し
た
。
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客
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数
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※
特

徴
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道
内
客

よ
り

も
道

外
客

の
ほ

う
が

多
い

(
約

2
倍

)
と

い
う
事

。
他

地
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は

、
ス
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ー

リ

ゾ
ー

ト
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キ

ロ
ロ
」
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あ
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赤
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村
.
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く
	
|
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古
催
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。
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速
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1
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川
ハ
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イ
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シ
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の

あ
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砂
川

市
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ネ
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し
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魅
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留

辺
蕊

町
な

ど
北

網
地

区
の

市
町

村
.
阿

寒
国
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の
阿

寒
町

・
弟

子
屈

町
し
か

あ
り
ま
せ

ん
。

ま
た

.
	
|
」

掃
り
客

よ
り
宿

泊
客

の
ほ

う
が

多
い

の
も
特

徴
で

他
に

は
、

阿
寒

湖
畔

の
あ

る
阿

寒
町

の
み

で
あ

る
。

こ
の

へ
ん

に
函
館

観
光

の
今

後
の

取
組

む
べ

き
方

向
が

、
隠

さ
れ

て
い

る
の

で
は

。

※
景
気
低

迷
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よ

る
個

人
消

費
の
伸

び
悩

み
や

夏
季
の

天
候

不
順

、
米
国

同
時

多
発
テ

ロ
事
件

の
影
響

に
よ

る
旅
行

の
手
控

え
な

ど
マ
イ

ナ
ス
要
因
が

あ
っ
た

も
の

の
.
有

珠
山
噴

火
の
影

響
も
薄
れ
.
積

極
的

な
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン
活

動
の
効

果
も
あ

っ
て
.
前

年
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3
.
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の
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(
有

珠
山
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前

の
前
前
年

度
比

で
2
.
1
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の

減
少
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に

な
り
ま

し
た
。
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現
在

ま
で

の
状

況
数

値
は

出
て

い
な

い
が

、
昨

年
度

と
比

べ
る

と
良

く
な

い
。

4
月

の
異
常

気
象

に
よ

る
花

見
時

期
の
ず

れ
、

6
月

の
ワ
ー

ル
ド
カ

ッ
プ
サ

ッ
カ
ー
期

間
の
旅

行

手
控

え
、

夏
の

大
候

不
順

に
よ

る
道

内
客

の
動

き
が
鈍

か
っ
た
。

等
の
理

由
が

考
え
れ

る
が
.
良

か
っ
た

の
は

ワ
ー
ル

ド
カ

ッ
プ
の
警
備

に
来

た
警
視

庁
機

動
隊

が
1
0
泊

以
L
し

た
定

山
渓

の
み

と

い
う
話

も
聞

こ
え
て

き
て

い
る
。

航
空

機
の
搭

乗
率

を
み

て
も
前
年

を
下
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っ
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お

り
ま
す
。
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今
後

の
見

通
し

9
月

以
降
.
回

復
の
兆

し
が

多
少
み

え
て

き
た
感

が
あ

る
。

J
R
さ
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や

る
北

海
道

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン
の
効

果
、

昨
年

の
テ

ロ
以

降
い
ま
だ

に
回
復
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な

い
海

外
旅

行
、

ヮ
ー

ル
ド
カ

ッ
プ
時

の
旅
行

手
控

え
の
反

動
な

ど
が
.
理
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と

し
て

あ
げ

ら
れ

る
。
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か
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海

道
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1
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落
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許
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で
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ま
す
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